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境
内
の
楠
が
新
緑
に
生
え
替
わ
っ
た

風
薫
る
五
月
一
日
、
第
百
二
十
六
代
天

皇
陛
下
が
御
即
位
あ
そ
ば
さ
れ
、
元
号

を
令
和
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
我
が
国

最
初
の
元
号
で
あ
る
大
化
以
降
、

二
百
四
十
八
番
目
と
な
る
令
和
は
、
最

古
の
歌
集
で
あ
る
『
万
葉
集
』
か
ら
の

出
典
で
、「
初
春
の
令れ
い

月げ
つ

に
し
て
、
気き

淑よ

く
風か

ぜ
和や

わ
らぎ
、
梅
は
鏡

き
ょ
う

前ぜ
ん
の
粉ふ

ん
を
披ひ

ら
き
、

蘭
は
珮は
い
後ご

の
香こ

う
を
薫か

お
ら
す
」
か
ら
引
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
御
代
替
り
は
、
崩
御
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
悲
し
み
と

喪
失
感
の
中
で
、
先
帝
を
偲
ぶ
服
喪
の

期
間
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
般
は
約

二
百
年
ぶ
り
の
譲
位
で
あ
り
、
ま
た
上

皇
陛
下
の
御
即
位
三
十
年
を
奉
祝
し
た

翌
年
と
い
う
事
で
、
御
即
位
一
般
参
賀

に
は
約
十
四
万
人
以
上
の
人
々
が
集
ま

る
な
ど
、
大
変
明
る
い
慶
祝
の
雰
囲
気

の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
社
で
は
四
月
十
五
日
に
上
皇
上
皇

后
両
陛
下
の
御
結
婚
満
六
十
年
奉
祝
祭
、

奉
祝　
天
皇
陛
下
御
即
位

改
元

四
月
二
十
九
日
に
御
譲
位
御
安
泰
祈
願

祭
を
、
五
月
一
日
に
天
皇
陛
下
の
御
即

位
に
よ
る
践
祚
改
元
奉
告
祭
を
斎
行
し
、

謹
ん
で
皇
室
の
弥
栄
と
新
た
な
御
代
が

平
和
で
、
輝
か
し
い
時
代
と
な
り
ま
す

よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ま
た

御ご

大た
い
礼れ

い
の
年
に
は
亀き

卜ぼ
く
に
よ
り
選
ば
れ

た
悠ゆ

紀き

、
主す

基き

地
方
以
外
か
ら
も
全
国

か
ら
産
物
が
献
納
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

ら
が
豊
か
に
稔
り
、
諸
儀
式
が
厳
粛
か

つ
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
五

月
十
五
日
に
辞こ

と

別わ
け

祝の
り

詞と

を
奏
上
致
し
ま

し
た
。

　
改
元
に
関
す
る
報
道
の
中
で
、
特
に

注
目
を
集
め
た
の
は
御
朱
印
で
し
た
。

こ
こ
数
年
来
の
御
朱
印
ブ
ー
ム
と
あ
い

ま
っ
て
、
四
月
三
十
日
に
は
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
平
成
の
御
朱
印
を
求
め
る

人
々
が
長
蛇
の
列
を
作
り
ま
し
た
。
五

月
一
日
か
ら
令
和
の
元
号
の
御
朱
印
と

な
り
六
日
ま
で
は
、「
奉
祝　
天
皇
陛
下

御
即
位
」
の
金
印
を
授
与
致
し
ま
し
た
。

四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
毎
月
百
冊
の
数

量
限
定
で
授
与
し
て
お
り
ま
す
オ
レ
ン

ジ
色
の
「
参
道
」
の
御
朱
印
帳
は
一
時

間
と
も
た
ず
授
与
終
了
致
し
ま
し
た
。

五
月
一
日
は
全
国
の
神
社
で
御
朱
印
待

ち
の
行
列
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、

当
社
で
も
千
人
を
超
え
る
人
々
が
列
を

成
し
、
最
大
で
五
時
間
待
ち
、
二
の
鳥

居
辺
り
ま
で
五
百
ｍ
の
列
と
な
り
ま
し
た
。

践祚改元奉告祭

金印入り御朱印「参道」御朱印帳

御朱印　窓口参道に延びた御朱印待ちの行列
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雅
楽

　
宮
中
に
伝
わ
る
文
化
の
一
つ
に
雅

楽
が
あ
り
、
儀
式
、
饗
宴
、
春
・
秋

の
園
遊
会
な
ど
の
行
事
の
際
に
演
奏

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
雅
楽
と
は
総
合

芸
術
で
、
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

神か
ぐ

楽ら

歌う
た

に
、
奈
良
時
代
に
輸
入
さ
れ

た
音
楽
で
あ
る
唐と
う

楽が
く

や
高こ

麗ま

楽が
く

が
融

合
し
た
音
楽
で
、
平
安
時
代
に
作
ら

れ
た
催さ
い

馬ば

楽ら

、
朗ろ

う
詠え

い
な
ど
の
歌
曲
も

含
ま
れ
ま
す
。

　
七
〇
一
年
に
制
定
さ
れ
た
大
宝
令

に
よ
り
、
雅
楽
を
司
る
役
所
で
あ
る

雅う
た
ま
い
の
つ
か
さ

楽
寮
が
設
置
さ
れ
、
継
承
す
る
体

制
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
平
安
時
代

に
な
る
と
楽
器
楽
曲
の
整
理
統
合
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
寺
や
神
社
の
楽が
く

所そ

に
任
さ
れ
て
い
た
雅
楽
は
貴
族
や

上
流
社
会
の
中
に
流
行
し
、
現
在
に

伝
わ
る
多
く
の
楽
曲
も
作
曲
作
舞
さ

れ
ま
し
た
。使
用
さ
れ
る
楽
器
に
は
、

日
本
古
来
の
神か
ぐ

楽ら

笛ぶ
え

・
和わ

琴ご
ん

な
ど
の

他
に
、
外
来
の
笙し
ょ
う・

篳ひ
ち

篥り
き

・
笛
な
ど

の
管
楽
器
と
、
箏そ
う

・
琵
琶
な
ど
の
絃

楽
器
、
鞨か
っ

鼓こ

・
太
鼓
・
鉦

し
ょ
う

鼓こ

・
三
の

鼓
な
ど
の
打
楽
器
が
あ
り
ま
す
。
古

い
時
代
に
は
更
に
多
く
の
楽
器
が
用

い
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
整
理
統
合

に
よ
り
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
も
の

も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
一
部
は
奈
良
の

正
倉
院
に
収
め
ら
れ
貴
重
な
音
楽
史

の
遺
産
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
安

時
代
後
期
以
降
に
な
る
と
、
雅
楽
は

平
氏
や
源
氏
が
信
仰
す
る
神
社
で
も

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
主
と
し
て
京
都

御
所
に
仕
え
る
京
都
楽
所
、
春
日
大

社
や
興
福
寺
を
主
と
す
る
奈
良
の
南

都
楽
所
、
大
阪
の
四
天
王
寺
の
天
王

寺
楽
所
の
三
ケ
所
の
楽
所
を
三さ
ん
方ぽ

う
楽が

く

所そ

と
呼
び
、
世
襲
に
よ
り
継
承
さ
れ

ま
し
た
。

　
明
治
の
東
京
遷
都
に
伴
い
、
三
方

楽
所
の
楽が
く
人じ

ん
の
一
部
と
江
戸
幕
府
に

い
た
楽
人
と
で
宮
中
に
仕
え
る
事
と

な
り
、
現
在
の
宮
内
庁
の
楽が
く

部ぶ

の
基

と
な
り
ま
し
た
。
国
と
し
て
も
昭
和

三
十
年
、
宮
内
庁
楽
部
の
楽が
く
師し

が
演

奏
す
る
雅
楽
を
国
の
重
要
無
形
文
化

財
に
指
定
、
楽
部
楽
師
は
重
要
無
形

文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。 

　
明
治
以
降
、
雅
楽
は
一
般
の
者
で

も
行
っ
て
よ
い
と
さ
れ
、
当
社
で
も

昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）に
氷
川
雅

楽
会
が
発
足
し
、
祭
典
や
慶
弔
の
式

に
奏
楽
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
観
月
雅
楽
演萬歳楽

胡蝶

写真提供：宮内庁式部職楽部

奏
会
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
昭
和
天

皇
御
在
位
六
十
年
を
奉
祝
す
る
と
と

も
に
、
雅
楽
会
発
足
五
十
周
年
を
記

念
し
て
開
催
さ
れ
た
演
奏
会
が
、
翌

年
か
ら
恒
例
と
な
っ
た
も
の
で
本
年

三
十
回
目
を
迎
え
ま
す
。
本
年
は
新

帝
陛
下
の
御
即
位
を
奉
祝
し
、
十
三

夜
で
あ
る
十
月
十
一
日
に
開
催
を
致

し
ま
す
。
即
位
礼
後
の
饗
宴
の
儀
で

も
舞
わ
れ
る
萬ま
ん

歳ざ
い

楽ら
く

を
平
成
二
十
二

年
か
ら
九
年
ぶ
り
に
行
う
他
、
胡こ

蝶ち
ょ
う、浦

安
の
舞
等
を
奉
奏
致
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
様
に
御
来
社
頂
き
、
共
に

目
出
度
き
年
を
お
祝
い
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。
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御み

代よ

替が

わ

り
の
儀
式

　
御
代
替
り
の
儀
式
は
様
々
に
あ
り
ま
す
が
、
譲
位
、
践せ

ん
祚そ

の
式
、
即
位
礼
、
大だ

い
嘗じ

ょ
う

祭さ
い

と
分
け
る
事
が
出
来
ま
す
。
践
祚
と
は
、
本
来
、
皇
位
を
践ふ

む
と
い
う
意
味
で
、
す
な
わ
ち
天
皇

が
皇
位
に
つ
か
れ
る
事
実
を
指
し
ま
す
。
践
祚
の
後
、
陛
下
が
そ
れ
を
公
式
に
国
内
や
諸
外
国
へ
宣
明
す
る
事
が
「
即
位
」
で
す
。
現
在
は
「
践
祚
」
の
語
の
規
定
が
な
い
た
め
両
者
は

区
別
さ
れ
ず
、
平
成
の
御
代
替
り
で
は
す
べ
て
「
即
位
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
秋
、
天
皇
陛
下
は
、
そ
の
年
の
新
穀
を
、
御
祖
先
で
あ
る
天
照
大
御
神
を
は
じ
め
、
神
々
に
お
供
え

し
感
謝
を
捧
げ
る
「
新
嘗
祭
」
を
宮
中
で
御
斎
行
に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
陛
下
が
御
即
位
後
初
め
て
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
が
「
大
嘗
祭
」
で
す
。
大
嘗
祭
は
、
天
皇
御
一
代
に
一
度
行

わ
れ
る
祭
祀
で
、
御
位
に
つ
か
れ
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
数
あ
る
祭
祀
の
中
で
最
高
の
重
儀
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
嘗
祭
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
斎
行
さ
れ
る
大
嘗
宮
の
造

営
や
、
神
々
に
新
穀
を
お
供
え
す
る
た
め
の
神
聖
な
田
で
あ
る
「
斎さ
い

田で
ん

」
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
斎
田
は
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
二
カ
所
に
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
悠ゆ

紀き

田で
ん

」、「
主す

基き

田で
ん

」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
本
稿
で
は
大
嘗
祭
を
迎
え
る
為
の
儀
式
、
準
備
に
つ
い
て
御
紹
介
致
し
ま
す
。（
神
社
本
庁
『
御
代
替
り
』
よ
り
抜
粋
）

斎さ
い

田で
ん

点て
ん

定て
い

の
儀
　
五
月
十
三
日

　
「
斎
田
点
定
の
儀
」
で
は
、
宮
中
に
お
い
て
、
亀
甲
を
焼
き
、
そ
の
焼
け
方
に
よ
っ

て
神
意
を
伺
う
「
亀
卜
」
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
悠
紀
田
、
主
基
田
を
設
け
る
べ
き
都

道
府
県（
新
潟
・
長
野
・
静
岡
を
含
む
東
日
本
の
十
八
都
道
県
が
悠
紀
地
方
、
そ
れ
以

外
の
西
日
本
の
二
十
九
府
県
が
主
基
地
方
）が
決
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
両
地
方
の

中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
斎
田
が
選
ば
れ
ま
す
。
斎
田
の
所
有
者
は
「
大お
お

田た

主ぬ
し

」
と
呼
ば
れ
、

全
国
の
代
表
と
し
て
稲
の
育
成
、
収
穫
、
献
納
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
今
般

は
悠
紀
地
方
か
ら
栃
木
県
、
主
基
地
方
か
ら
京
都
府
が
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

斎さ
い

田で
ん

抜ぬ
き

穂ほ

の
儀
　
今
秋

　
秋
に
な
り
、
悠
紀
、
主
基
の
両
斎
田
の
稲
穂
が
稔
る
と
、「
斎
田
抜
穂
の
儀
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
天
皇
陛
下
が
親
ら
天
照
大
御
神
に
お
供
え
す
る
米
を
収
穫
す
る

た
め
の
大
切
な
儀
式
で
す
。
儀
式
に
先
立
ち
、
斎
田
の
あ
る
地
元
で
は
「
斎
田
斎
場
地

鎮
祭
の
儀
」
が
行
わ
れ
、
斎
場
の
施
設
が
準
備
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
祭
典
の
前
日
に

は
、
斎
田
近
く
の
清
ら
か
な
水
辺
に
お
い
て
「
抜
穂
前
一
日
大
祓
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
、
斎
場
で
は
神
饌
・
幣
物
を
お
供
え
し
、
天
皇
陛
下
よ
り
遣
わ
さ
れ
た
抜
穂
使
が

祝
詞
を
奏
上
し
た
後
、
大
田
主
ら
が
古
例
に
従
い
抜
穂
行
事
を
奉
仕
し
ま
す
。
こ
の
儀

式
の
後
、
稲
刈
り
を
行
い
、
精
選
さ
れ
た
も
の
を
脱
穀
し
、
大
嘗
祭
の
神
饌
と
し
て
献

納
さ
れ
ま
す
。

平成の御代の大嘗宮全景

斎田点定の儀（令和元.5.13）斎田抜穂の儀(平成2.10.10)
写真提供：宮内庁
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四
月
一
日
　
月
次
祭

　
　
三
日
　
神
武
天
皇
祭
遥
拝
式

　
　
五
日
～
七
日
　
鎮
花
祭

　
　
九
日
　
埼
玉
県
護
国
神
社
例
祭

　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題
　
平
成
）

　
　
　
　
　
天
皇
皇
后
両
陛
下

　
　
　
　
　
御
結
婚
満
六
十
年
奉
祝
祭

二
十
九
日
　
昭
和
祭

　
　
　
　
　
天
皇
陛
下
御
譲
位

　
　
　
　
　
御
安
泰
祈
願
祭

五
月
一
日
　
践
祚
改
元
奉
告
祭

　
　
　
　
　
月
次
祭

　
　
五
日
　
祝
子
祭

　
　
九
日
　
御
鎮
座
祭

　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題
　
御
代
替
り
）

　
　
　
　
　
御
大
礼
の
年
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
辞
別
祝
詞
奏
上

二
十
一
日
　
道
饗
祭

六
月
一
日
　
月
次
祭

　
　
五
日
　
粽
神
事

　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題
　
雨
）

　
三
十
日
　
大
祓
式

　

当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
を
は

じ
め
年
間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、

謹
ん
で
御
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
安

泰
、
五
穀
豊
穣
と
氏
子
崇
敬
者
の

繁
栄
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

祭
事
暦

神武天皇祭遥拝式鎮花祭

護国神社例祭道饗祭

粽神事大祓式
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四
月
一
日
午
前
十
一
時
四
十
五

分
、
舞
殿
に
て
書
家
の
金
田
石
城
氏

に
よ
る
新
元
号
の
墨
書
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
四
月
五
日
花
祭
り
弓
道
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
年
の
参
加
者
は
三

の
鳥
居
か
ら
神
橋
間
に
設
営
さ
れ
た

射
場
で
学
生
の
部
、
社
務
所
屋
上
の

射
場
で
一
般
の
部
が
行
わ
れ
、
合
わ

せ
て
六
百
四
十
名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

　
四
月
二
十
九
日
、
埼
玉
県
茶
道
協

会
に
よ
る
春
の
茶
会
が
勅
使
斎
館
及

び
呉
竹
荘
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
市
長
清
水
勇
人
様
御
来
社

の
他
、約
四
百
名
の
参
加
者
で
賑
い
、

茶
の
湯
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
四
月
六
日
午
後
二
時
、
氷
川
神
社

奉
納
大
会
に
あ
た
り
大
宮
剣
道
連
盟

中
村
好
一
会
長
他
演
武
者
の
正
式
参

拝
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
舞
殿

に
て
粂
原
俊
行
六
段
が
打
太
刀
、
奥

　
四
月
六
日
神
楽
殿
に
て
大
成
三
丁

目
神
楽
の
奉
納
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

例
年
鎮
花
祭
に
あ
わ
せ
奉
納
、
本
年

の
演
目
は
巫
女
舞
、
住
吉
三
神
、

寿こ
と
ぶ
き
さ
ん
ば
そ
う

三
番
叟
、八
雲
神
詠
、神
明
種
蒔
、

山
の
神
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
元
号
墨
書

花
祭
り
弓
道
大
会

大
宮
剣
道
連
盟
形
奉
納

大
成
神
楽
奉
納

埼
玉
県
茶
道
協
会
春
の
茶
会

社
頭
往
来

村
拓
也
五
段
が
仕
太
刀
の
日
本
剣
道

形
の
奉
納
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
会

は
昭
和
ま
で
は
境
内
で
行
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
会
場
を
大
宮

武
道
館
に
移
し
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。



第十号武　蔵　一　宮（７）

　
五
月
七
日
、
八
日
、
十
日
の
三
日

間
に
わ
た
り
世
話
人
研
修
旅
行
を
実

施
致
し
ま
し
た
。
本
年
は
神
奈
川
県

寒
川
町
鎮
座
の
寒
川
神
社
を
正
式
参

拝
、
報
徳
二
宮
神
社
の
参
拝
、
改
修

さ
れ
た
小
田
原
城
の
見
学
等
を
行
い

ま
し
た
。
三
班
合
わ
せ
て
百
八
十
五

名
の
御
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

世
話
人
研
修
旅
行

奉
納
小
笠
原
流
蟇
目
の
儀
・
百
々
手
式

第
三
十
八
回
大
宮
薪
能

氷
川
ほ
た
る
の
会
水
路
清
掃

稲
荷
神
社
鳥
居
奉
納
奉
告
祭

　
五
月
十
一
日
、
弓
馬
術
礼
法
小
笠

原
流
三
十
一
世
宗
家
小
笠
原
清
忠
氏

　
五
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
さ

い
た
ま
観
光
国
際
協
会
主
催
の
第

三
十
八
回
大
宮
薪
能
が
、
三
の
鳥
居

か
ら
神
橋
間
の
椎
の
木
前
に
特
設
の

舞
台
を
設
え
、
左
記
演
目
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
十
二
日
、
氷
川
ほ
た
る
の
会

会
員
約
百
名
に
よ
り
蛇
の
池
か
ら
神

池
に
通
じ
る
水
路
の
清
掃
や
、
蛍
の

生
育
の
妨
げ
と
な
る
ア
メ
リ
カ
ザ
リ

ガ
ニ
等
の
駆
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
六
日
、
稲
荷
神
社
に
て

鳥
居
の
奉
納
を
頂
き
ま
し
た
伊
藤
智

弘
様
参
列
の
も
と
、
奉
告
祭
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

五
月
二
十
五
日（
土
）

素
謡
【
金
春
流
】
翁お

き
な　

　
金
春 

憲
和

能
【
金
春
流
】
敦あ

つ

盛も
り　
　
金
春 

安
明

狂
言
【
和
泉
流
】
蝸か

牛ぎ
ゅ
う　

　
野
村 

万
作

能
【
観
世
流
】
鉄か

な

輪わ　
　
武
田 

友
志

五
月
二
十
六
日（
日
）

素
謡
【
金
春
流
】
翁お

き
な　
　
金
春 

安
明

能
【
金
春
流
】
嵐

あ
ら
し

山や
ま　

　
本
田 

光
洋

狂
言
【
和
泉
流
】
入い

る

間ま

川が
わ　
石
田 

幸
雄

能
【
金
春
流
】
経つ

ね

政ま
さ　

　
小
林 

与
志
郎

の
見
分
の
も
と
、
蟇ひ

き
目め

の
儀
並
び
に

百も

も々

手て

式し
き

が
埼
玉
菱
友
会
会
員
約

三
十
名
に
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

写真提供：公益社団法人さいたま観光国際協会



第十号 武　蔵　一　宮 （８）

　
五
月
二
十
九
日
、
江
戸
城
を
築
城

し
た
事
で
有
名
な
太
田
道
灌
の
十
八

代
目
で
あ
る
太
田
資
暁
氏
、
道
灌
の

養
子
と
な
っ
た
資
家
か
ら
三
代
後
で

寿
能
城
を
築
城
し
た
潮
田
出
羽
守
資

忠
の
子
孫
で
あ
る
潮
田
資
勝
氏
の
正

裏
千
家
献
茶
式

椎
の
木
伐
採
清
祓
い
式

　
六
月
二
日
午
前
十
時
、
裏
千
家
淡

交
会
埼
玉
県
支
部
に
よ
る
献
茶
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
神
水
で
湯

を
沸
か
し
、
家
元
御
名
代
伊
住
宗
陽

宗
匠
の
御
奉
仕
に
て
神
前
に
濃
茶
、

薄
茶
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
五
日
午
前
十
一
時
十
五
分
境

内
の
椎
の
木
前
で
施
工
す
る
有
限
会

社
沖
乃
郷
造
園
参
列
の
も
と
、
清
祓

式
を
行
い
ま
し
た
。（
関
連
十
四
ペ
ー
ジ
）

第
五
回
氷
川
ほ
た
る
鑑
賞
会

　
氷
川
ほ
た
る
の
会
主
催
の
蛍
鑑
賞

会
が
五
月
三
十
一
日
、
六
月
一
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
蛇
の
池
周
辺
で
開

催
さ
れ
、
参
道
で
は
氷
川
マ
ル
シ
ェ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
日
間
で

一
万
人
以
上
の
方
々
が
来
訪
し
ま
し

た
。

敬
神
婦
人
会
春
の
旅
行

太
田
道
灌
顕
彰
会
正
式
参
拝

　
五
月
二
十
八
日
、
敬
神
婦
人
会
の

会
員
三
十
六
名
参
加
の
も
と
、
春
の

研
修
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

は
茨
城
県
鹿
嶋
市
鎮
座
鹿
島
神
宮
に

正
式
参
拝
致
し
ま
し
た
。

式
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。



第十号武　蔵　一　宮（９）

書
元
会
書
道
廻
廊
展
示

鮫
島
純
子
氏
正
式
参
拝

神
社
関
係
者
大
会

さ
い
た
ま
市
職
場
体
験

　
六
月
二
十
八
日
か
ら
七
月
一
日
ま

で
大
祓
式
に
合
わ
せ
書
元
会
に
よ
る

書
道
の
廻
廊
展
示
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
小
学
一
年
生
か
ら
中
学

三
年
生
ま
で
の
会
員
の
作
品
で
「
て

ん
」、「
げ
ん
き
」、「
な
か
よ
し
」、「
手

な
ら
い
」、「
努
力
す
る
」、「
自
然
の

美
」、「
古
代
神
話
」、「
書
道
芸
術
」

が
兼
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
六
日
午
前
十
時
、
渋
沢

栄
一
の
孫
に
あ
た
る
鮫
島
純
子
氏
の

正
式
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。
渋
沢
栄

一
は
明
治
天
皇
御
親
祭
五
十
年
祭
に

あ
た
っ
て
は
奉
祝
委
員
会
の
顧
問
を

務
め
、
石
鳥
居（
旧
二
の
鳥
居
）建
立

で
は
多
額
の
寄
付
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。

　
六
月
二
十
六
日
、
戸
田
市
文
化
会

館
に
て
第
四
十
回
神
社
関
係
者
大
会

が
開
催
さ
れ
、
本
年
は
当
社
か
ら
神

社
監
事
で
あ
る
堀
の
内
町
氏
子
総
代

の
岩
井
淳
郎
様
、
新
渡
戸
、
森
田

権
祢
宜
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
い
た
ま
市
中
学
生
職
場
体
験
事

業
「
未み

来ら

く
る
ワ
ー
ク
体
験
」
で
六

月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
桜
木

中
学
校
の
生
徒
四
名
、
二
十
四
日
か

ら
二
十
六
日
ま
で
大
宮
北
中
学
校
の

生
徒
三
名
、
二
十
六
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
土
呂
中
学
校
の
生
徒
二
名
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
境
内
清
掃
や
御

神
札
の
授
与
の
他
、
最
終
日
に
は
舞

殿
に
て
豊と
よ

栄さ
か

の
舞
を
奉
奏
頂
き
ま
し

た
。

　
六
月
二
十
三
日
午
後
一
時
半
、
明

倫
無
外
流
形
山
会
に
よ
る
居
合
術
の

奉
納
演
武
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
近
岡

真
舟
宗
家
他
九
名
に
て
居
合
形
や
組

居
合
演
武
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

明
倫
無
外
流
形
山
会
居
合
術
奉
納
演
武



第十号 武　蔵　一　宮 （10）

　
昨
年
九
月
に
テ
レ
ビ
東
京
『
緊
急
Ｓ
О
Ｓ
！
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦
』
の
収
録
に
よ
り
神
池

の
水
を
抜
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
御
協
力
を
頂
き
な
が
ら
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

や
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た

が
、
完
了
に
は
至
ら
ず
継
続
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
般
計
画
が
ま
と
ま
り
、
三
栄
管
理
興

業
株
式
会
社
に
委
託
し
高
圧
洗
浄
車
を
用
い
、
撹
拌
し
な
が
ら
吸
引
す
る
と
い
う
方
法
で
約
二
千
立

米
に
の
ぼ
る
堆
積
土
を
浚
渫
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
五
月
七
日
よ
り
始
ま
っ
た
作
業
は
六
月
下
旬

に
ほ
ぼ
終
了
、
八
月
二
日
の
橋
上
祭
で
は
神
池
の
水
で
橋
上
を
清
め
ま
す
の
で
、
一
度
水
を
戻
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
ま
た
水
を
抜
き
底
を
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
水
を
入
れ
る
予
定
で
す
。
五
月
八
日
に

は
再
度
番
組
収
録
が
行
わ
れ
、
出
演
者
の
ロ
ン
ド
ン
ブ
ー
ツ
１
号
２
号
の
田
村
淳
さ
ん
、
コ
コ
リ
コ

の
田
中
直
樹
さ
ん
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
の
大
家
志
津
香
さ
ん
、
静
岡
大
学
教
授
の
加
藤
英
明
さ
ん
ら
が
作

業
開
始
の
様
子
を
見
守
り
ま
し
た
。

神
池
浚
渫

浚渫中の池（ドローン撮影）
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　現在、神池の水質浄化のために様々な方法を検討中です。微生物を使って浄化する方法、
ソーラーなどで水をろ過して循環する方法、水流を加える方法、シダ類や麻のネットなど
で濁った雨水や泥水をろ過する方法などがありますが、氏子崇敬者の皆様に気持ちよく参
拝して頂けるよう努力して参ります。

バキュームホース投入

浚渫作業工程

吉見町にある処理場プールに溜める

撹拌しながら吸引砂利と腐葉土に分離し乾燥

処理場に運搬腐葉土はトマト栽培にも用いられます

今後の計画について



第十号 武　蔵　一　宮 （12）

　
六
社
と
は
六
つ
の
神
社
を
一
つ
の
お
社
に
祀
っ
て
い
る
た
め
、
六
社
と
い
い
ま
す
。

㈠�

住
吉
神
社
の
御
祭
神
は
底そ
こ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

筒
男
命
、
中な
か
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

筒
男
命
、
上う
わ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と

筒
男
命
で
伊い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

邪
那
岐
命
が
身
を
清
め
た
際
に
生
ま
れ
た
神
で
航
海
を

守
護
し
大
漁
を
も
た
ら
す
事
か
ら
、転
じ
て
商
売
繁
盛
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
す
。御
本
社
は
大
阪
府
の
住
吉
大
社
で
す
。

㈡�

神
明
神
社
の
御
祭
神
は
天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
御
神
で
、
伊
邪
那
岐
命
が
身
を
清
め
た
際
に
三
貴
子
と
し
て
須
佐
之
男
命
と
と
も
に
生
ま

れ
た
神
で
す
。
皇
室
の
祖
先
神
と
し
て
伊
勢
の
神
宮
に
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

㈢�
山や
ま

祇づ
み

神
社
の
御
祭
神
は
大お
お
や
ま
づ
み
の
み
こ
と

山
祇
命
で
、
門
客
人
神
社
の
御
祭
神
で
あ
る
足あ
し
な
づ
ち
の
み
こ
と

摩
乳
命
、
手て
な
づ
ち
の
み
こ
と

摩
乳
命
の
御
親
神
に
あ
た
り
ま
す
。

山
の
神
で
あ
り
諸
産
業
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
す
。
愛
媛
県
の
大
山
祇
神
社
や
静
岡
県
の
三
嶋
大
社
、
神
奈
川
県
の
大

山
阿
夫
利
神
社
な
ど
様
々
な
神
社
で
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

㈣�

愛
宕
神
社
の
御
祭
神
は
迦か
ぐ
つ
ち
の
み
こ
と

具
土
命
で
、
伊
邪
那
岐
命
と
伊い
ざ
な
み
の
み
こ
と

邪
那
美
命
が
行
っ
た
神
生
み
の
最
後
に
生
ま
れ
た
神
で
す
。
火

を
司
る
神
で
あ
る
事
か
ら
、
伊
邪
那
美
命
は
大
や
け
ど
を
負
い
ま
す
が
、
火
は
破
壊
だ
け
で
な
く
新
た
に
創
造
す
る
存
在

で
も
あ
り
ま
す
。静
岡
県
の
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神
社
や
京
都
府
の
愛
宕
神
社
な
ど
火
防
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

㈤�

雷い
か
づ
ち

神
社
の
御
祭
神
は
大
お
お
い
か
づ
ち
の
み
こ
と

雷
命
で
、
農
林
業
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
す
。

㈥�

石い
そ
の
か
み上

神
社
の
御
祭
神
は
布ふ
つ
の
み
た
ま
の
み
こ
と

都
御
魂
命
で
、
神
武
東
征
軍
を
救
っ
た
刀
の
神
で
あ
る
事
か
ら
戦
の
神
、
転
じ
て
健
康
の
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
ま
す
。

氷
川
神
社
摂
末
社
の
巡
拝  

（そ
の
四
）

　
境
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
三
社
あ
る
境
内
社
は
摂
末
社
と
よ
ば
れ
ま
す
が
、
摂せ

っ

社し
ゃ

と
は
旧
官か

ん

国こ
く

幣へ
い

社し
ゃ

に
お
い
て
境
内
外
に
祀

ら
れ
て
い
る
神
社
の
中
で
特
に
本
社
の
祭
神
と
由
緒
の
深
い
神
社
を
指
し
ま
す
。
そ
の
他
の
境
内
外
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
は
末ま

っ

社し
ゃ

と
い
い
ま
す
。
当
社
の

お
み
く
じ
の
文
末
に
は
信
仰
す
べ
き
摂
末
社
や
御
祭
神
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
御
加
護
を
頂
け
る
よ
う
御
参
拝
下
さ
い
。

六ろ

く　

社し

ゃ

住
吉
神
社
・・・
六
社
、
住
吉
神
社
、
住
吉
の
社
、
住
吉
の
神

神
明
神
社
・・・
六
社
、
神
明
神
社
、
神
明
社
、
天
照
大
神
、

　
　
　
　
　
　

 

天
照
大
御
神
、
神
明
の
大
神
、
伊
勢
の
大
神

山
祇
神
社
・・・
六
社
、
山
祇
神
社

愛
宕
神
社
・・・
六
社
、
愛
宕
神
社
、
愛
宕
の
神

雷
神
社　

・・・
六
社

石
上
神
社
・・・
六
社
、
石
上
神
社
、
石
上
社

（明治十三年『官幣大社
  氷川神社宮殿分間眞図』）

おみくじの表記

㈥㈤㈣㈢㈡㈠
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氷
川
参
道
に
は
現
在
、
三
基
の
明

み
ょ
う

神じ
ん

鳥と
り

居い

が
立
っ
て
い
ま
す
。
古
く
は
神
橋
を
渡
る
と
正

面
に
大
き
な
四
の
鳥
居
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
正
六
年
の
明
治
天
皇
御
親
祭
五
十
年
祭
を
機

に
神
門
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
鳥
居
は
一
対
の
石
灯
籠
と
と
も
に
参
道
十
七
丁
目
付
近
に
移
設

さ
れ
、
現
在
は
石
灯
籠
の
み
が
名
残
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
参
道
の
入
口
で
あ
る
一
の
鳥
居
は
石
の
鳥
居
で
し
た
が
大
正
期
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
損

壊
し
た
た
め
、
三
の
鳥
居
で
あ
っ
た
赤
鳥
居
を
移
築
、
昭
和
三
十
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た
も

の
が
現
在
の
一
の
鳥
居
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
修
営
の
様
子
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
活
躍
し
た
日
本
初
の
職
業
漫
画
家
の
北
沢
楽
天
に
よ
り
描
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　
二
の
鳥
居
は
、
明
治
神
宮
の
大
鳥
居
を
譲
り
受
け
昭
和
五
十
一
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

高
さ
十
三
メ
ー
ト
ル
に
及
び
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
大
正
元
年
に
奉
納
さ
れ
た
石
鳥
居
は
、
大

宮
公
園
口
に
移
設
、
し
か
し
平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
ひ
び
が
入
り
、
倒
壊

の
危
険
が
あ
っ
た
た
め
、
解
体
さ
れ
石
柱
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
の
鳥
居
は
昭
和
九
年
よ
り
の
昭
和
大
造
営
事
業
に
あ
た
り
片
倉
製
糸
紡
績
株
式
会
社
、

神
社
豆
知
識　

鳥
居
②

氷
川
神
社
の
鳥
居

片
倉
同
族
会
か
ら
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
十
八
年
に
修

理
を
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　
ま
た
裏
参
道
の
鳥
居
は
も
と
も
と
中
山
道
口
に
あ
り
ま
し

た
が
、
昭
和
五
年
の
拡
幅
工
事
に
伴
い
現
在
の
場
所
に
移
設

さ
れ
る
な
ど
、
長
い
歴
史
の
中
で
鳥
居
の
姿
も
変
化
し
て
参

り
ま
し
た
。

本殿と神橋の間に建つ鳥居 （当社蔵、明治十五年『官幣大社氷川神社境内乙図』より）

北沢楽天画：
一の鳥居修営記念手拭原画

参道に移築された四の鳥居（古絵葉書より）
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東
門
周
辺
の
石
畳
敷
設
工
事
が
完

了
し
、
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
明

治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
祭
記
念
工

事
は
全
て
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
神
池
の
浚
渫
作
業
で
池
の
水
を
抜

い
て
い
る
内
に
、
護
岸
工
事
を
行
い

ま
し
た
。
弁
天
島
と
も
い
わ
れ
る
宗

像
神
社
周
辺
、
神
池
の
西
側
部
分
は

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
一
部
が
崩
れ

た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
四
月
二
十
五
日
、
一
の
鳥
居
か
ら

二
の
鳥
居
間
の
一
部
、
約
二
百
メ
ー

ト
ル
の
氷
川
参
道
中
区
間
が
歩
行
者

専
用
道
路
と
な
り
ま
し
た
。

　
六
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
に
か

け
て
境
内
の
松
尾
神
社
脇
の
椎
の
木

の
伐
採
、抜
根
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
椎
の
木
は
境
内
の
樹
木
の

中
で
も
、
薪
能
の
舞
台
が
組
ま
れ
る

な
ど
象
徴
的
な
樹
木
で
し
た
。
か
ね

て
か
ら
根
元
か
ら
幹
に
か
け
て
拡
大

し
て
い
る
開
口
空
洞
と
傾
斜
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
開
口
部
を
閉
塞
す
る

処
置
や
傾
斜
を
抑
え
る
ワ
イ
ヤ
ー
支

柱
が
施
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
根
元
の
内
部
空
洞
腐
朽
率
が

55
％
に
到
達
、
強
風
を
受
け
や
す
い

立
地
な
ど
か
ら
、
ワ
イ
ヤ
ー
で
支
え

る
他
の
樹
木
が
共
倒
れ
す
る
可
能
性

も
出
て
き
た
た
め
、
今
般
や
む
な
く

伐
採
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

廻
廊
石
畳
敷
設
工
事

神
池
護
岸
工
事

氷
川
参
道
一
部
歩
行
者
専
用
道
路
化

椎
の
木（
ス
ダ
ジ
イ
）伐
採

境
内
整
備
事
業
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4/1,15,29  5/9,15  6/1

四
月
の
奉
納
献
華

六
月
の
奉
納
献
華

五
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊
桂古流　　　　小林華侊
桂古流　　　　高橋典花

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊
桂古流　　　　小林華侊
古流松藤会　　川嶋理智
桂古流　　　　高橋典花

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た
皆

様
の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御
篤
志

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
参
道
清
掃
の

お
申
し
出
、
お
問
い
合
わ
せ
は
社
務
所

ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

    （
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

　
・
阿
含
宗
埼
玉
道
場

　
・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

　
・
高
鼻
町
二
丁
目
自
治
会

　
・
高
鼻
町
二
丁
目
友
の
会

　
・
Ｐ
Ｈ
Ｐ

　
・
み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社

　
・
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

敬
神
婦
人
会
湯
茶
接
遇
活
動

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

（
敬
称
略
）

四
月
　
六
日
　
大
宮
剣
道
連
盟

　
　
　
十
日
　
北
足
立
郡
市
連
合
神
社
氏
子
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
総
代
会

　
　
十
四
日
　
大
國
魂
神
社
京
所
青
年
会
　

　
　
十
四
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
二
十
三
日
　
敬
神
婦
人
会
総
会

　
二
十
三
日
　
埼
玉
県
神
道
青
年
会
総
会

五
月
　
八
日
　
明
治
神
宮
崇
敬
会
船
橋
支
部
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
婦
人
部

　
　
十
一
日
　
弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
教
場

　
　
　
　
　
　
小
笠
原
流
埼
玉
菱
友
会

　
　
十
一
日
　
鎮
花
祭
奉
仕
者

　
　
十
四
日
　
彩
の
国
い
き
が
い
大
学
大
宮
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
学
園
二
十
五
期
校
友
会

　
　
十
九
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
十
九
日
　
大
洗
磯
前
神
社
氏
子
青
年
会

　
　
十
九
日
　
氏
子
青
年
会
総
会

　
　
二
十
日
　
監
査
会

　
二
十
一
日
　
大
神
神
社
　
職
員
研
修
旅
行
一
班

　
二
十
一
日
　
氷
川
雅
楽
会
総
会

　
二
十
二
日
　
三
嶋
大
社
敬
神
婦
人
会

　
二
十
二
日
　
青
梅
市
霞
老
壮
大
学

　
二
十
五
日
　
大
宮
薪
能

　
二
十
六
日
　
大
宮
薪
能

　
二
十
七
日
　
責
任
役
員
会
、
敬
神
講
社
理
事
会
、

　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
会
並
評
議
員
会

　
二
十
八
日
　
大
神
神
社
　
職
員
研
修
旅
行
二
班

　
二
十
九
日
　
太
田
道
灌
顕
彰
会

　
三
十
一
日
　
氷
川
マ
ル
シ
ェ

　
三
十
一
日
　
氷
川
ほ
た
る
の
会

六
月
　
二
日
　
氷
川
八
幡
神
社
氏
子
青
年
会（
和
光
市
）

　
　
　
四
日
　
大
神
神
社
　
職
員
研
修
旅
行
三
班

　
　
　
十
日
　
小
千
谷
北
魚
沼
神
社
総
代
会

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
神
社
庁
北
魚
沼
支
部

　
　
十
一
日
　
太
宰
府
天
満
宮
　
宮
司
西
高
辻
信
宏

　
　
十
三
日
　
北
足
立
支
部
総
会

　
　
十
九
日
　
横
浜
市
栄
区
氏
子
総
代
会

　
　
二
十
日
　
國
學
院
大
學
院
友
神
職
会

　
二
十
三
日
　
明
倫
無
外
流
形
山
会

　
二
十
四
日
　
羽
田
神
社（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）

　
　
　
　
　
　
宮
司
尾
形
公
夫

　
二
十
六
日
　
鮫
島
純
子

　
二
十
八
日
　
氏
子
総
代
会
例
祭
会
議

　
二
十
九
日
　
待
乳
山
本
龍
院

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊

草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

桂古流　　　　小林華侊
古流松藤会　　川嶋理智
桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩高鼻町二丁目友の会様
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第
十
一
号
は
十
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

観月雅楽演奏会
本年の日程演目は下記にて行います。

記
　一、日時　10月11日（金）18時 
　一、会場　舞殿　入場無料　　
　一、曲目　神楽　人長の舞　　
　　　　　　　　　浦安の舞
　　　　　　　　　豊栄の舞
　　　　　　舞楽　胡蝶
　　　　　　　　　萬歳楽

婚
礼
展
示
会
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
日
程
で
婚
礼
展
示
会
を
開

催
致
し
ま
す
。
皆
様
の
お
出
か
け
を

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
日
時　
八
月
二
十
五
日（
日
）

　
　
　
　
　
十
三
時
～
十
六
時

一
、
会
場　
氷
川
神
社
呉
竹
荘

一
、
会
費
・
予
約　
不
要

　

有
限
会
社
大
成
造
園
様
よ
り
牡
丹
の
奉
納
を
頂

き
ま
し
た
。
御
篤
志
に
感
謝
致
し
ま
す
。

牡
丹
奉
納

七
五
三
授
与
品　

九
月
一
日
よ
り
授
与
開
始


